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は じ め に
大日本歌道奨励会は, 1903 (明治36) 年から1943 (昭和18) 年まで存続
した, いわゆる ｢旧派｣ 歌人たちの団体である｡ 1922 (大正11) 年には総
会員登録者数３万7000名ともとなえ, その規模の大を誇っていた｡
すでに稿者は ｢｢旧派｣ 歌人の出版戦略―大日本歌道奨励会と幹事大町
壮をめぐって―｣ (『和歌文学研究』 2018・６) において, 同会の出版事業
の概要, 機関誌 『歌』 の内容と役割, 出版物が会員たちをどのように組織
して相互のコミュニケーションを媒介したか, さらに会の出版活動を取り
しきっていた幹事の大町壮について論じた｡ しかし紙幅の問題から個々の
書籍に関しては目次を抄出するのみに留まった｡
近代日本において ｢旧派｣ 歌人たちはどのような社会的, 文化的な役割
を担っていたか｡ そのことを明らかにするうえで出版活動は重要な手掛か
りになると考えられる｡ そこで本稿では, 前掲稿で言及した39冊の単行書
の解題として書誌的事項を掲出し, 簡単な解説を付した｡ 本稿が ｢旧派｣
歌人たちの活動実態のみならず, その和歌観, 社会的な問題意識を解明す
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大日本歌道奨励会による刊行歌書解題
近代和歌研究への一視点として
[資 料]
るためのよすがとなり, ひいては近代和歌研究の一助になればと思う｡
凡 例
以下では, 大日本歌道奨励会を発行所とする単行書を刊行年順に掲出し
た｡ 記載したのは, (１) から (39) までの整理番号と書名, さらに編著
者名, 刊行年・月, 頒価の５項目である｡ 続く ｢解説｣ では, 序文や緒言,
当該書に関連する広告などを用いて刊行目的や内容について簡単なコメン
トを加えた｡
なお, 以下の引用部では旧字は新字に改め, 踊り字は ｢／＼｣ で表記し
た｡ また，清音で表記された箇所には，適宜濁点を加え，通行の表記に改
めた。
解 題
（１) 『忠烈歌集』, 井原豊作編, 1904・11 (Ｍ37), 25銭
[解説] 同書は ｢皇族｣ から ｢一兵卒｣ までの ｢時局に関する和歌｣ を集
めたもの｡ 日露戦争中に ｢陸海軍人の労苦を慰謝せむが為｣ に刊行された｡
本書は ｢皇后陛下より二千部の御買上を賜り各宮殿下を始め貴顕紳士豪商
其他会員等続々買入れて遠征の将士に寄贈せられ其発行部数殆んど六万｣
に達したという｡ 以上の記述は ｢忠烈歌集寄贈者募集趣旨書｣ 並びに ｢寄
贈手続｣ (『歌』 1905・10) 参照｡
巻頭に田中光顕宮内大臣による ｢忠烈｣ の題字｡ また, 高崎正風宮内省
御歌所長, 鍋島直大歌道奨励会会長による題歌｡ さらに渡辺千秋同会顧問
による序文がある｡
(２) 『御代のひかり』, 大日本歌道奨励会編, 1906・11 (Ｍ39), ５銭
[解説] 同書は, 明治天皇睦仁の和歌＝ ｢御製｣ と皇后美子の ｢御歌｣ に
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東儀季熈, 上眞行, 芝葛鎮, 小山作之助, 田村虎蔵, 納所辨次郎らが曲を
つけたもの｡ 阪正臣が筆写した ｢御製｣ ｢御歌｣ とともに楽譜を併載する｡
鍋島直大による ｢大序｣ には ｢小学の児童らにも常に拝唱せしめてます
／＼国光を発揮すべき精神教育の根本をかためん｣ と刊行目的が記されて
いる｡ 曲つきの ｢御製｣ は, 奨励会の第１回大会 (1906・11・25) で初披
露された｡
なお, この大会に関わっては記念絵葉書【画像１】なども発行されてお
り, 本来的にはそれら書籍以外の刊行物の機能や役割も分析, 検討する必
要がある｡
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【画像１】絵葉書の裏面には，歌道奨励会総裁の有栖川宮威仁の肖像写真｡
(３) 『日月帖』, 大町壮編, 1908・12 (Ｍ41), 特製１円, 並製65銭
[解説] 本書は明治天皇の ｢御製｣ と皇后の ｢御歌｣ を併せ収めたもの｡
阪正臣の筆による｡ 巻頭歌は ｢御製｣ で ｢とこしへに民やすかれといのる
なるわがよをまもれいせのおほかみ｣, 巻末歌は ｢御歌｣ で ｢大日本奨励
会に下し賜はりし｣ と詞書がある ｢人なみにふむとはすれどしきしまのみ
ちのひろさに迷ひけるかな｣｡ 鍋島直大の記した ｢そへことば｣ には, 臣
民の ｢聖典宝典｣ である本書を, 人々が ｢朝夕に捧げ誦み, 且は手習ふ本
にもせば世道人心に益有ること夥しかるべし｣ とある｡
(４) 『御詠集』, 吉川宗太郎編, 1909・８ (Ｍ42), 頒価不明
[解説] 本書は, 明治天皇 ｢御製｣ と皇后 ｢御歌｣ 以下, 東宮や東宮妃,
内親王ら当時の皇族の歌を集めたもの｡ ｢教育勅語｣ や ｢戊申詔書｣ の解
説も付載する｡ 編者吉川の ｢自序｣ によれば, 御製, 勅語, 詔勅などは
｢皇祖 皇宗の遺訓依て以て其徳を一にする所以の道を示し給へるもの｣
であり, ｢朝野臣民が拳拳服膺｣ すべきものである｡ 人々が ｢叡慮に背か
ざらんことを期するの資｣ とするために本書を編んだという｡
(５) 『二体万葉集』, 源俊頼朝臣筆, 大町壮発行, 1909・10 (Ｍ42), ２
円50銭
[解説] 源俊頼は平安後期の歌人で能書家としても知られている｡ 本書は
その俊頼が万葉仮名と平仮名の二体で書き分けた和歌をあつめたもの｡ も
とは宮内大臣田中光顕の所蔵していた古典籍だったが, 歌道奨励会はそれ
を ｢嶄新なる写真凸版刷となし同好の士に分｣ かつことにしたという｡ ま
た200部限定の予約出版であったことなどが, 『歌』 (1909・３) の広告よ
り知られる｡
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(６) 『歌人必携』, 大町壮 (五城野史) 編, 1909・11 (Ｍ42), 38銭
[解説] 和歌の入門書｡ ｢歌はいかにして詠むべきか｣, ｢題意を解すべし｣
等の作歌するための要点解説, 短冊や色紙の書き方なども収載｡ 巻末には
｢御製｣ ｢ふむ人は数多あれども言の葉の道の高嶺はたれかこゆらむ｣ と御
歌 ｢人なみにふむとはすれど敷島の道の広さに迷ひけるかな｣ を掲載｡
また 『歌』 (1910・３) の広告に ｢昨年十一月第一版二千部を発行旬日
にて忽ち売切済となり更らに同月第二版を発行し今や第五版を発行するの
盛況を呈せり｣ とある｡ 稿者家蔵本は, 1913年に発行された９版のもので,
｢旧派｣ 和歌を学ぶ人が多かったことをうかがわせる。
以下の【画像２】は同書の表紙である｡
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(７) 『昭代集』, 矢島作郎・鎌田正夫編, 1910・５ (Ｍ43), [解説] 中に
記載
[解説] もともと本書は, ｢明治聖代の秀歌を纂むるを目的｣ として1905
年に刊行されたもの｡ その紙型を奨励会が買収し，1910年に再刊した。歌
の選考については ｢蒐集におほくの年月を費やして数万首を得た｣ のち,
高崎正風，本居豊穎，小出粲の ｢三大人の選を乞｣ うたとある (以上 ｢緒
言｣ より)｡
『歌』 (1912・４) の広告によると全３冊の和装本と縮刷洋装本１冊が
存在した｡ 前者は春夏の部が54銭, 秋冬恋の部が44銭, 雑の部が64銭, ま
た洋装本は50銭である｡ なお広告文に ｢学習院女子部の教科書に採用せら
るゝの光栄を得たり｣ とあり, 女子教育のテキストとなっていたことが知
られる｡ ところで，稿者は1931年刊行の再版本を所蔵しているが，そこに
は，もともとあったはずの「恋」の部が存在していない。
(８) 『國歌類題集』, 大町五城編, 1910・10 (Ｍ43), 50銭
[解説] 和歌を題ごとに集めたアンソロジー｡ 凡例によると ｢主として古
今集, 後撰集, 拾遺集, 後拾遺集, 金葉集, 千載集, 新古今集, 勅撰集,
等の和歌に就き尤も題意に近き秀句を採輯｣ した｡ 部立は春夏秋冬雑と新
題で, ｢恋｣ の部は含まれていない｡ ｢恋歌｣ は ｢社会の風教を害｣ し,
｢青春の男女をして古人の恋歌を読ましむるは弊ありて益なく延て社会を
茶毒｣ するという理由からである｡
(９) 『道のたかね』, 大町壮編, 1910・12 (Ｍ43), 25銭
[解説] (８) の 『國歌類題集』 が古典和歌を集成したものであったのに
対し, こちらは奨励会会員の歌を集めている｡ 『わか竹』 (1909・５) の広
告によれば, 本書は ｢嘗て本会員たりし人及び現に会員たる人びとの秀歌
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を発表せんとする｣ 目的のもとに編まれた｡ 会員は春夏秋冬恋雑に関連す
る題で２首づつ投稿し, それを奨励会の評議員達が選抜, 添削して本書は
成った｡
ちなみに本集タイトルは (３) に前出の ｢御製｣ ｢ふむ人は数多あれど
も言の葉の道の高嶺はたれかこゆらむ｣ に由来する｡
(10) 『准勅撰 新葉和歌集』, 大日本歌道奨励会出版部編, 1911・10 (Ｍ
44), 70銭
[解説] 巻頭に ｢新葉和歌集のはじめに｣ (渡辺千秋) と田中光顕の題歌
がある｡ さらに巻末に ｢御製｣ ｢いそのかみふること書は敷島のやまと言
葉の栞なりけり｣ ｢いまの世に思ひくらべて石のかみふりにし書をよむぞ
たのしき｣ がある｡
同書刊行の背景には, いわゆる南北朝正閏論争がある｡ 『歌』 (1911・９)
の広告にも ｢南北朝正閏論一度世に伝るや志士学者等の議論大に沸起した
り｡ 然も正邪自ら明にして終に南朝を以て正准となる｣ とある｡ 歌道奨励
会は同書を刊行することで，南朝の正統性をより多くの人々にアピールし
ようとしたのである｡
(11) 『王文成公客坐私祝』, 王陽明書, 大町壮編, 1912・６ (Ｍ45), ３
円
[解説] ｢王文成公｣ とは王陽明のこと｡ その陽明が ｢子弟を訓誡したる
一代の名文｣ が ｢客坐私祝｣ である｡ (13) 『会員銘鑑』 の広告によると,
同書は ｢方三寸大の肉筆を原型の儘写真金属版に付したるもの｣ で, ｢筆
鉾勁抜墨気淋漓一度之を開けば直に先生の嚴教に接するの思あらしむ｣ と
ある｡ さらに, ｢書道に志ある者道義に志ある者共に一本を座右に備へざ
る可らず｣ とあるように習字手本あるいはモラルの教本としても人々に勧
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められていた｡
(12) 『明治餘光』, 大日本歌道奨励会編, 1912・８ (Ｔ１), 85銭
[解説] 1912年に死去した明治天皇睦仁の ｢御製｣ を集めたもの｡ 巻頭に
睦仁の肖像と編者大町壮による ｢歌聖としての先帝｣ がある｡ 刊行の理由
はそのなかに言い尽くされている｡ すなわち ｢果敢なき人生のことはりは
聖天子の御上をも突如として襲ひまつりぬ, 此哀しき明治聖代の終りに遭
遇したる陛下の臣民は何れの時か御聖徳を懐ひ奉らざるべき｣ とあり, つ
まり睦仁の死にともない, その ｢聖徳｣ を追懐するために同集は刊行され
たのである｡
(13) 『会員銘鑑』, 大日本歌道奨励会編, 1912・11 (Ｔ１), １円50銭
[解説] 会員名簿である｡ 大町壮の ｢後跋｣ によると, 当初 ｢創立十周年
の記念大会を開き以て此の名鑑を発表すべき計画｣ であった｡ しかし, 睦
仁の死に遭って ｢大に謹慎の意を表すべきことなれば後日に延期し只此の
名鑑のみを発表｣ したという｡
本書には10636人の会員の居住地やプロフィルなどが掲載されていて,
当時の ｢旧派｣ 歌人たちの生業や学歴, 歌学びの状況などを知るには好個
の資料となっている｡ 拙稿 ｢｢旧派｣ の行方―大日本歌道奨励会の形成か
ら衰退まで｣ (『｢よむ｣ ことの近代―和歌・短歌の政治学』 2014, 青弓社
に収録) では, 本書を用いて会員の居住地域分布や会員網形成の要因など
を明らかにした｡
(14) 『明治六歌仙』, 大町五城編, 1913・４ (Ｔ２), 35銭
[解説] ここでいう ｢明治六歌仙｣ とは, 明治年間に没した八田知紀, 税
所敦子, 太田垣蓮月, 間島冬道, 小出粲, 高崎正風のこと｡ 本書は, それ
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ぞれの略伝と詠歌を収載する｡ 『歌』 (1916・５) の広告によると, 歌の数
は約3000首｡ 御歌所の鎌田正夫と遠山英一が選歌にあたったという｡ 家蔵
のものは1914年の４版｡
(15) 『歌題集覧』, 大町五城著, 1913・４ (Ｔ２), 15銭
[解説] タイトルどおり歌題を集めたもの｡ 春夏秋冬雑の部立のもとに,
春ならば ｢梅｣ ｢鴬｣ などが並ぶ｡ さらに ｢梅｣ ならば, ｢尋梅｣ ｢待梅｣
｢雨中梅｣ などといった具合に結び題へと細分化されていく｡
大町の ｢緒言｣ には ｢古来題集もあるけれども, 当時に於て見聞するこ
との出来ない新事実が今の世に沢山現はれて居る, 例令ば汽車飛航
ママ
機蓄音
機など其一例である｡ 此等の新事実をも歌の材料たるべきは論なきことで
あれば皆取りこめて編輯したる一巻は即ち此歌題集覧である｣ と, 同集の
新しさがアピールされている｡
(16) 『歌道初歩』, 大町五城著, 1913・10 (Ｔ２), 45銭
[解説] 和歌の入門書｡ (20) 『三才歌集』 の広告に ｢いかなる初心の人に
ても此の書を精読練習すれば一二ヶ月にして必ず歌詠みとなり得らるべし
世間著書多しと雖も初学者に対しては此著書程善良なる好書なし｣ とある｡
歌題のもとに作例と練習問題を附載して，初学者が実地に和歌を学べるよ
う配慮している｡ 『歌』 (1917・６) に ｢初版より四千部売り尽し申候以て
此書の真価値を證明するに足るべく候｣ とあり, (６) 『歌人必携』 と同様
に売れ行きは好調だった｡ 稿者家蔵のものは大正９年刊行の７刷｡
(17) 『歌角力詠草 第１輯』, 大町五城編, 1914・１ (Ｔ３), 28銭
[解説] ｢歌角力｣ は奨励会独自の企画で機関誌 『わか竹』 に掲載された｡
本書はその ｢歌角力｣ に出詠された作品を集めたもの｡ その詳しいルール
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については, 『わか竹』 (1909・７) に次のような説明がある｡ ｢歌の角力
とは, 神武天皇以来, 未だ聞かぬことで, 今回歌道奨励会に依て創立され
た｡ といふのは, 同会事務所に於て, 事務員等が五月場所とか, 連合角力
とかいふて, 毎日各自に題を出し, 抽選の上, 其第一につき, 二首づゝを
詠み, 阪, 鎌田, 大口, 千葉の四大人に, 隔日添削を乞ふ仕方にて, 角力
の取組は四人, 其歌八首の中より当選したものゝみを勝となし, 当選せざ
るものは, 負となるので, 歌は, 総て即題即詠といふ, 頗る振つたやりか
たである｣｡
(18) 『坤徳余光』, 大町五城編 1914・４ (Ｔ３), 上製20銭, 並製８銭
[解説] 同書は, 1914年３月に亡くなった皇后美子の和歌を集めたもの｡
『わか竹』 (1914・７) の広告文に ｢御在世中あそばされたる御歌三万六千
首の中既に世に漏れたる金玉の片々を集め｣ て, その ｢坤徳を偲ひ奉らん
と謹刊せり｣ とある｡ 御歌所長高崎正風に下賜された皇后の懐紙を写真版
にして附載している｡ また皇后が吉野に行啓した際, 同行した小池道子掌
持が記した ｢みちのつと｣ が付録となっている｡
(19) 『歌道』, 小倉博, 1914・９ (Ｔ３), １円50銭
[解説] 著者の小倉博は国文学者｡ 仙台の第二高等学校の教授, 宮城県女
子専門学校の校長なども務めた｡ その ｢例言｣ にいう, 同書編纂の主旨は
｢歌道に関する一切の事項を説きて, 歌を詠み, 歌を批評する等, 歌を研
究する人の参考に資せむとする｣ ことという｡ ｢歌の定義｣ ｢歌の要素｣
｢歌の修辞｣ ｢題詠｣ や ｢歌の作法｣ に至るまで詳述されている｡ ハードカ
バーで索引も完備し丁寧なつくりとなっている｡
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(20) 『古今和歌集』, 1915・３ (Ｔ４), 20銭
[解説] 『わか竹』 (1915・６) 広告に, ｢此書を読まざるは歌人の恥なり｡
携帯の便を計り縮刷廉売す｡ 願くは一本を座右に備へられよ｡ 歌をよむ人
にて貫之卿の編輯したる此の古今集を読みたることなき人世の中にありや｣
とある｡ この言のごとく 『古今和歌集』 は「旧派」歌人の「バイブル」と
して崇められていた。39タイトルのうち最も小型 (14･5 cm) で薄手の本｡
(21) 『三才歌集』, 大町五城編, 1916・５ (Ｔ５), 30銭
[解説] ｢凡例｣ によると, 本書は ｢歌道奨励会創立以来十三年間二万の
会員が詠出したる詠歌中歌及若竹にて発表の競点又は懸賞等に於て天地人
の三才に当選したる歌のみを掲ぐ｣ とある｡ 機関誌に掲載された会員の秀
歌をあつめ再編したアンソロジーである｡ 部立は春夏秋冬雑からなる｡
『歌』 (1916・５) の広告によると ｢紙価暴騰の際に付五百部限発行｣ とあ
る｡ 家蔵のものは1917年の３版｡
(22) 『和歌講習録』 (第一期), 1916・11～1917 (Ｔ５～Ｔ６), 非売品
(23) 『和歌講習録』 (第二期), 1917・11～1918 (Ｔ６～Ｔ７), 非売品
[解説] 『和歌講習録』 は歌道奨励会の通信教育制度, 和歌講習会で使用
されたテキストを集成したもの｡ 月々, ｢斯道諸大家の講義｣ が ｢誰にも
わかる様に｣ 編集されて各家に届けられた｡ この通信教育は満１カ年で卒
業, その間会員は講習録について随時質問することが許された｡ 月会費は
35銭で, １ヶ月に10首を限度とした通信添削も受けられた｡ (『わか竹』
1917・１)
講習録の内容は, 第１期は和歌概念, 歌学史, 歌物語, 俳句講義等｡ 第
２期は御製講義, 古事記新解, 万葉百首講義等であった｡
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(24) 『大正歌人銘鑑』, 大日本歌道奨励会編, 1918・８ (Ｔ７), １円
[解説] 和歌をたしなむ682人の姓名, 雅号, 居住地, 和歌一首が掲載さ
れた本｡ 本書巻頭の ｢大正歌人銘鑑之記｣ によれば, 現在は ｢宮中新年歌
御会始めの詠進者三万以上に及ぶ｣ という ｢古今無比｣ の状況である｡ こ
の ｢短歌壇の隆盛なる明治大正｣ 期ではあるが, ｢なか／＼に匿れたる歌
人即ち世に知られざる人々｣ も多い｡ ｢此等の人々を世に紹介すると共に
隆盛なる大正歌壇の人々の名を千載の後に伝へんため此の銘鑑を編輯｣ し
たという｡ しかし, ｢新派｣ 歌人については ｢作品上歌人を以て目すべき
にあらざれば其名を此編に加へざる｣ として退けられている｡
(25) 『詠歌要義』, 大町五城編, 1919・６ (Ｔ８), ２円
[解説] 内容は５編に分かれる｡ 鍋島直大による ｢序｣ のあとに, 武島羽
衣 ｢和歌概論｣, 金子元臣 ｢歌手ほどき｣, 小倉博 ｢修辞法｣, 井上通泰
｢詠草批評｣, 大町五城 ｢歌語集成｣ が続く｡ ｢世上歌書多しと雖も此の書
の如く各専門家によつて其部門を分ち論述せられたる良書は未だあらざる
べし｣ と 『歌』 (1920・８) に広告されている｡ こちらもよく売れたもの
のようで稿者の家蔵本は昭和７年の６版｡
(26) 『予楽院手本』, 近衛家熈書, 大町壮編, 1921・２ (Ｔ10), １円50
銭
[解説] 江戸時代前期の公家である近衛家煕の真筆をそのまま写真版にし
て習字手本としたもの｡ 『歌』 (1923・４) の広告によれば, ｢此の手本は
おそれおほくも昭憲皇太后御習字の栞に御撰びあらせられし能書にて歌を
よむ人は是非共之を座右におき昼食後一回夕食後一回づつ習字をすれば三
ヶ月経ぬまに見事なる手書きとなること請合いたします｣ とある｡
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(27) 『和歌詞源抄』, 大町五城編, 1922・３ (Ｔ11), ２円50銭
[解説] 『歌』 (1922・12) の広告によると, ｢本書は古今に亘る歌を選択
し常に初学者の解し能はざる歌言葉を精細に説き示したるもの｣ で, ｢雅
言解, 雅言遠鏡, 詞の泉, 言海, 日本辞林, 日本国語辞典, 古今遠鏡, 古
語正鑑, 雅言集覧, 万葉略解, 古今正義, 詞の園等あらゆる歌書を参考と
して編輯したれば此一冊にて此等数十種の著書を読みたると同一の効果を
得る道理なり｣ という｡
『歌』 (1926・11) に ｢詞源抄第三版 全部品切れ｣ とあってこちらも
好評で増刷を繰り返していた｡
(28) 『禁延廿六大家抄』, 大町五城編, 1925・４ (Ｔ14), １円30銭
[解説] 刊行目的としては ｢二十六大家の秀詠を一小冊子に蒐めて江湖後
学の士の参考に供し以て各自の詠歌の上に進境あらしめんとする精神にい
でた｣ (｢緒言｣) とある｡ 26人の大家とは伊藤祐命, 池邊義象, 八田知紀,
阪正臣, 鳥野幸次, 遠山英一, 千葉胤明, 渡忠秋, 鎌田正夫, 金子元臣,
加藤義清, 高崎正風, 田中光顕, 武島羽衣, 中村秋香, 井上通泰, 大口鯛
二, 黒川眞頼, 黒田清綱, 間島冬道, 近藤芳樹, 小出粲, 三條西季知, 税
所敦子, 本居豊頴, 須川信行のこと｡ すなわち御歌所あるいは宮中関連の
歌人の選集となっている｡
(29) 『範歌』, 大町壮編, 1926・４ (Ｔ15), 80銭
[解説] 会員の歌を集めた選集。｢自叙｣ に ｢歌道奨励会にて行はれた毎
月の競点や, 或は研究会として特に設けられたる題詠に就て, 諸大家たち
の採点発表したる天地人の歌の内より, 更に編者自身に於ける責任を以て
精選したる歌共凡そ七百首と, 世に類例のなき歌相撲中より約三百首とを
擢採して編輯したるもの, 即ちえりにえりたる名玉約千首の歌数を一冊に
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収め, 僭越かは知らねど範歌と題しました｣ とある｡
(30) 『歌語辞典』, 大町五城編, 1927・６ (Ｓ２), １円50銭
[解説] 上下巻が合冊で刊行されている｡ 『歌』 (1936・８) の広告によれ
ば ｢上編は専ら歌語としての雅言を引出す便に供す｣ もので, また ｢下編
は専ら俗語を雅釈して歌によめるやうにせり｣ とある｡ 雅言を解した例と
して, ｢いろは｣ → ｢母｣, ｢かたゐ｣ → ｢乞食, 袖乞｣ など｡ また俗語を
雅釈したものとして, ｢おくさま｣ → ｢うちぎみ｣, ｢ねぼける｣ → ｢ねお
びる｣ などが挙がる｡
(31) 『歌角力詠草第 三輯』, 大町壮編, 1929・８ (Ｓ４), 50銭
[解説] ｢歌角力｣ については (17) 『歌角力詠草 第１輯』 の項目を参照｡
本書の巻頭に大町の次のような文章がある｡ ｢今回発行の第三輯は大正八
年一月より昭和三年十二年
ママ
に至る十ヶ年分で, 前二輯に比し作歌の進歩も
見るべきものあり, 加ふるに古来の極り切つた題詠の弊を改め, 世人の称
して難題新題とするものを網羅し, 短歌界の革命的努力の結晶のみなれば,
歌壇の参考となるべき資料少なからざるを信ず｣｡
なお，｢歌角力｣ の第二輯も当然刊行されていたはずだが，各図書館等
に所蔵がなく，稿者は未見である。そのため，本稿では刊行歌書として集
計していない。
(32) 『耳順集』, 大町五城著, 1930・４ (Ｓ５), 非売品
[解説] 歌道奨励会の幹事である大町壮の個人歌集｡ 彼の還暦を記念した
もの｡ 大正７年から昭和３年までの11年間の作品が収録されている｡ 編年
体で, 題詠の作と実況の作とが混在している｡ その ｢自叙｣ は大町の和歌
観を知るうえで貴重な資料である｡
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なお，大町にはすでに 『知命集』 (1917，大町壮) という非売品の第一
歌集がある。
(33) 『昭和集』, 大町五城編, 1931・11 (Ｓ６), １円
[解説] 選集。宮中・民間を問わず歌を集めている。本書刊行の経緯につ
いて大町の ｢緒言｣ を参照する｡ それによると, ｢日本全土を代表する人々
の傑作を集めて, 一般に公開する｣ ことを思い立ち ｢あらゆる歌人に二首
の傑作を要望した｣, そして ｢一千三百余名の賛成を得｣ て歌が寄せられ
たという｡
同じ文章には, ｢世上にも, 歌人として多少名を知られて居たことを,
子孫に語り継がせたいと云ふ人情は誰でも持つて居る筈ではあるまいか｣
ともある｡ 人々の名誉欲を肯定して歌集刊行に繋げようとする編集者大町
の現実感覚がうかがわれる｡
(34) 『歌へのみち』, 武島羽衣著, 1933・５ (Ｓ８), 50銭
[解説] 武島羽衣は奨励会設立時より評議員としてその運営, 企画に関わっ
ていた｡ 本書はその武島の和歌入門書である｡ 『歌』 (1935・４) の広告に
｢歌に志す人々は先づ此良著を一見せられよ｡ 再読すれば翻然として作歌
の意義を悟り自由に自在に歌をよみ得るいと口を求め得らる, 良師に恵ま
れぬ地方の人よ良友に乏しき地方の歌人よ此書を座右におきて折々の相談
相手とせられよ｣ とある｡ 内容は ｢短歌は何のために読むか｣, ｢てにをは
の使ひ方｣, ｢題のよみ方｣ 等｡
(35) 『続昭和集』, 大町五城編, 1934・10 (Ｓ９), １円50銭
[解説] (33) 『昭和集』 の続編｡ 大町の ｢序｣ によると全国から歌を ｢五
首宛募集し其中より精選したるものを採録｣ したという｡ 部立は春夏秋冬
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雑｡ 同じ文章中に, ｢新派｣ と ｢旧派｣ 歌人の歌集刊行の在り方を比較し
た個所がある｡ ｢世に新派と称する歌人ありて自己の作は悉く天下に発表
するを誇りとし, 俗に云ふ猫も杓子も出版して居る｡ 然るに旧派の歌人に
は其作を刊行する人はめつたにない, 大方は死後に其子孫が出版する習慣
になつて居る, ・・・ (中略) ・・・死後に出版する程ならば何故に生前
に編輯して訂正もし補修もして完全のものと成さないであらう, 編者は常
にこれを患ふる｣ として, ｢新派｣ と同じく生前に歌集を出すことを薦め
る｡
(36) 『萬葉集講話』, 木村正辞 1935・４ (Ｓ10), 80銭
[解説] 木村正辞は国文学者で文科大学の教授, 文学博士｡ 大町の ｢緒言｣
によると, 本書は木村が歌道奨励会において講話したもの, さらに ｢木村
先生が他の会にて講話された草稿等をこひ, 雑誌わか竹に連載したるもの｣
から成っている｡ 『歌』 (1935・４) の広告に ｢此八十首の講話を会得すれ
ば万葉集全態
ママ
の解釈に多大の便宜があるのみならず万葉集の真蕊を知るこ
とが出来る｣ とある｡
(37) 『自筆百人一首』, 大町壮編, 1935・10 (Ｓ10), ５円
[解説] 本書は ｢自己の写真と, 自筆の当選歌を写真版としたるものにて,
世上未だ其の例を見ざる珍書なり｣ (大町 ｢緒言｣) とある｡ 『歌』 (1935・
５) に ｢写真入百人一首募集｣ 広告があるが, これが 『自筆百人一首』 の
ことであろう｡ ｢出詠者は審査料として一首につき金五十銭を添付｣ して
応募すること, ｢審査の上百首を撰び, 作者の写真と其歌の直筆とを写真
銅版｣ にするとある｡ また, ｢出詠者には全部無料で一部差上げます｡ 但
し当選者は別に製本二部を購入せらるゝの義務あること｣ という｡
次頁の【画像３】は, 同書の45頁より｡ 本人の和歌と簡単なプロフィル，
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筆跡, 肖像とをあわせて読者に提示する趣向である｡
(38) 『自撰歌集』, 大町壮編, 1936・８ (Ｓ11), １円20銭
[解説] 不粛 (大町の号) の ｢序文｣ にいう ｢其自選歌を集めて編輯し,
後進者の参考に資したいと思ふ心にて, 今回一般より募集した｣ とある｡
同文中に ｢此募集に応じて提供された人は約三百五十人で, 歌としては
大海の粟粒ともいふべきだが, 新派歌人の個人々々に発表する歌にまさる
ものがあることは言ふをまたない｣ ともある｡ ｢新派｣ 歌人への対抗意識
がうかがわれる｡
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【画像３】(37) 『自筆百人一首』 より岡寿作のページ。
(39) 『しき紙書方』, 大日本歌道奨励会, 1936・12 (Ｓ11), １円
[解説] ｢しき紙｣ とは ｢色紙｣ のこと｡ それに和歌をどのように記すか,
多くの範例とともに説明した本｡ 『歌』 (1936・４) の広告に ｢古今の色紙
様式五十種の書方を模写し現形のまゝ写真となし石版にて刷りたるものな
り｡ 一目して書方五十種を学び得るものにて初学者の習字の手本にも其儘
使用し得らるゝ良著なり｡ ・・・ (中略) ・・・短冊には書き方一定しあ
れど色紙には古来一定の法なく人々の常に迷ふ所なるを此著書に依り書き
方を完了したれば斯道の便少なからず｣ とある｡
終 わ り に
以上, 奨励会が刊行した39冊の単行書について解題を付した｡ これらの
書籍を内容から大まかに分類すると次の表のようになる｡
一見して, (Ｃ) の和歌作法や知識を提供する入門書と, (Ｄ) の歌集の
類が多いことが理解される｡ つまり大日本歌道奨励会は, その名のごとく
人々に和歌の知識と詠み方を教え，作歌を促した｡ またその結果を歌集に
まとめて, 歌道を社会に押し広めようとした｡ また, (Ｂ) 古典等の復刻,
再評価にも努めて人々に古に学ぶよう勧めた｡ 加えて (Ａ) ｢御製｣ ｢御歌｣
集の刊行も積極的に行い, 奨励会を宮中に結びつけるとともに, 皇室ブラ
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内容 本稿中の整理番号
(Ａ) ｢御製｣・｢御歌｣ 集 (2) (3) (4) (12) (18)
(Ｂ) 古典等の復刻 (5) (8) (10) (11) (20) (26)
(Ｃ) 和歌作法, 和歌入門書 (6) (15) (16) (19) (22) (23) (25) (27)
(30) (34) (39)
(Ｄ) 歌集 (1) (7) (9) (14) (17) (21) (28) (29)
(31) (33) (35) (37) (38)
(Ｅ) その他 (13) (24) (32) (36)
ンドにより歌道自体を一層権威化せしめようとしたのである｡ このような
仕方で, 歌道奨励会と幹事の大町壮は近代和歌の広布と権威化に関わった。
その戦略のなかでは，地域を越えて多くの人々に働きかけることが可能な
出版物は非常に大きな役割を担っていたことが理解される｡
のちの ｢近代短歌｣ に繋がる, 正岡子規や与謝野晶子等いわゆる ｢新派｣
歌人・和歌の研究は数多く存在している｡ しかし, その陰に隠れて見えに
くくなっている ｢旧派｣ 歌人たちの営為については未解明の点が多く, こ
うした出版活動などの実態調査を積極的に行う必要がある｡ ｢新派｣ ｢旧派｣
あわせてその有り様を見定めなくては, 和歌・短歌の近代を十全に捉える
ことは不可能と考えるからである｡
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